
ファッションマーケティング＆プランニングⅡ

ファッションプロデュース学科
ファッションプロデュースコース

２年
120

【授業計 前期 後期
90分/コマ

1 31
2 32
3 33
4 34
5 35
6 36
7 37
8 38
9 39
10 40
11 41
12 42
13 43
14 44
15 45
16 46
17 47
18 48
19 49
20 50
21 51
22 52
23 53
24 54
25 55
26 56
27 57
28 58
29 59
30 60

【成績評価方法】

【教科書・参考書】

【教材・教具】
プリントを配布。パソコン・Google クラスルーム、スライドを使用。

科目名 整理番号
学科

期
　通年　

コース 昼間
学年 授業形態 講義　50  %　実習   50　 %

時間数 作成者 新家章秀
【科目の到達目標】
■前期の目標:　各自がブランドを決めてショップリサーチを行い「課題を発見」し「業務改善を行い営業利益アップにつなげる提案」
をプレゼンテーションする。■後期の目標:　各自アパレルのブランドを決め市場や顧客のマインド変化をつかみ、売上と営業利益が継
続して伸ばせるアパレル以外の新業態の事業提案をプレゼンする。
【科目の概要】
2年生では、利益をアップするための知識を経営的な視点から学びます。そして、後期では、アパレル以外の業界への参入を提案できる
ように、異業種の利益構造を調べ、新業態の提案ができるレベルを目指します。

利益構造の構築について ブランド説明の作り方
ブランドトト全体像 SWOT分析
経費について 貸切バス事業の新業態
高付加価値の付け方 新業態のアイデア出し
粗利率アップのアクション アパレル業界の課題と成長ポイント
残在庫削減の方法 ユニクロの農業への新規参入の失敗の事例
３Rについて アパレル業界から異業種への参入
消化率について 社会貢献の視点で新業態を考える
ユニクロの戦略分析 店舗出店減少の現状と課題
クレーンゲームの戦略 価格戦略の二極化
おにきりりビジスのト利益構造 アパレル業界で客単価アップのターゲット
4P視点で利益構造を考える Apple の新業態開発の軌跡
りビョンのトト立て方 サウナ業界への参入
戦略マップト 本屋の強みと健康りビジス
アイデアト出しのキーワードト 飲食業界の新業態事例
差別化のアイデアト くら寿司の新革命：エンタメ×寿司
ランドセルの戦略 りビョンの意味・作り方
コインランドリーの利益構造 オークションと社会貢献
VIP戦略 ヴィンテービビーンズの高騰
チョコサップのトト戦略に学ぶ 表現方法・高付加価値
スーツケースの戦略 B2Bのメリット・デメリット
サブスクななりビジススデルト Z世代とα世代の違い
レンタルりビジスのメリット 還暦世代マーケットが注目
世代別の特徴 利益構造の構築
変えてはいけないこと ヒット商品誕生の法則
SNSと出店戦略 「自分基準」と「身内型」個人消費
猛暑対策・農歴でMDを考える 売れるブランドの作り方
プレゼン プレゼン

プレゼンテスト30%、提供課題60%、授業態度10%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前
期・後期にそれぞれ4回の提出物とプレゼンの評価。加えて授業態度にて評価します。ト

1ヶ月以内に起きたファッションりビジスに関連する事例をもとに、それぞれのテーマで、まとめて配布します。　　　　　　　　　サンクス先生の
ファッションりビジスの授業（WEBテキスト）・これだけは知ってほしいファッションりビジスの教科書（電子書籍）なな

プレゼン プレゼン
フィードバック フィードバック



ファッションデザイン論Ⅱ

ファッション・プロデュース学科 通年

ファッション・プロデュースコース 昼間

２年 講義　70 %　　実習　30 %
60 杉山　佳美

【授業計画】

90分/コマ

1 上コレ　デサイン画作成

2 上コレ　デサイン画作成　修正

3 社会的課題解決のデサイン

4 社会的課題解決のデサイン

5 社会的課題解決のデサイン

6 あしらい効果　Powerpoint

7 あしらい効果　illustrator

8 イタリア研修報告ポスター作成

9 イタリア研修報告ポスター作成

10 イタリア研修報告ポスター作成

11 イタリア研修報告ポスター作成

12 企画発表　プレゼンテーション 上コレポートフォリオ作成

13 上コレポートフォリオ作成

14 上コレポートフォリオ作成

15 後期試験

配布レジュメ　画像投影用大型TVモニター

【成績評価方法】

　課題60％　試験30％　出席率10％

【教科書・参考書】

課題によってプリント配布

【教材・教具】

筆記用具　ラップトップ

前期試験 30

デサイン画作成 29

企画発表　プレゼンテーション 28

企画書作成 25

企画書作成 26

27

企画書作成 24

マインドマップからのアイデア出し 22

企画作成レクチャー 23

マインドマップからのアイデア出し 21

たつの研修レポート 19

デサイン　マインドマップ 20

革素材商品企画 18

革素材レクチャー 16

革素材商品企画 17

時間数 作成者

【科目の到達目標】
ファッションビジネスに即したアパレル製品のデザインと企画力を講義と演習により修得する。

また、任意に想定したアパレル企業に向けた商品の企画提案書類が作成できる。

【科目の概要】

現在のアパレル市場を意識したマーケティング及びビジネス的視点で企画立案しデザインする。また、既存の企業、市場
を対象にした商品デザインを企画書類にまとめプレゼンテーション発表する。

前期 後期

学年 授業形態

科目名 整理番号

学科
期

コース



服飾実習Ⅱ
ファッション・プロデュース学科 通年
ファッション・プロデュースコース 昼間

２年 講義　10%　実習　90 %
180 上田久美子

【授業計画】
90分/コマ

1,2,3 カットソーの製図、縫製

4,5,6 カットソーの縫製

7,8,9 ショールカラー製図・トワール組 上田学園コレクション作品
ステンカラー製図・トワール組

10,11,12 テーラードビャケットの製図・縫い代つけ 上田学園コレクション作品

13,14,15 上田学園コレクション作品

16,17,18 部分縫い　・箱ポケット 上田学園コレクション作品

19,20,21 上田学園コレクション作品

22,23,24 上田学園コレクション作品

25,26,27 上田学園コレクション作品

28,29,30 上田学園コレクション作品

31,32,33 上田学園コレクション作品

34,35,36 上田学園コレクション作品

37,38,39 上田学園コレクション作品

40,41,42 上田学園コレクション作品

43,44,45 まとめ・プレゼン

【科目の到達目標】
理論を技術に結びつける。
デサイン画をみてパターンから縫製まで製作できる技術を身につける。

【科目の概要】

後期

テーラードビャケットのトワール組

襟のバリエーションドレーピング

前期

ミシンなな縫製機器、洋裁道具一式・製図道具一式

上田安子『縫い方全書』服飾手帖社　改訂版

52,53,54

76,77,78

【教材・教具】

【教科書・参考書】
上田安子『立体式洋裁』服飾手帖社　改訂版

『テーラリングテクニック』・『ビャケット』上田安子服飾専門学校　最新版

79,80,81

時間数

【成績評価方法】
提出物評価60％　テスト30％　授業態度10％

まとめ・テスト

テーラードビャケットの縫製

テーラードビャケットの縫製

61,62,63

テーラードビャケットの縫製

88,89,90

85,86,87

67,68,69テーラードビャケットの縫製

科目名
学科

82,83,84

73,74,75

64,65,66

55,56,57

46,47,48

整理番号

テーラードビャケットの縫製

テーラードビャケットの縫製

テーラードビャケットの縫製

58,59,60

部分縫い　・雨蓋ポケット

期

授業形態
作成者

70,71,72

コース
学年

襟のバリエーションドレーピング 49,50,51

ファッション業界において、商品企画をするために洋服の構造を理解することは必要不可欠である。
企画を立てるにあたって必要な縫製技術と知識への理解を深める。



上田安子服飾専門学校　開示シラバス

コンピュータ演習II-A

ファッション・プロデュース学科 通年

ファッション・プロデュースコース 昼間

2年 講義　20%　実習　80 %

60 積 高之

【授業計画】
90分/コマ

1 ECツールの概要

2 サイト作成・基礎

3 商品撮影

4 AI活用 サイト作成

5 事業計画　基本ト サイト作成

6 事業計画　アレンビ コンテンツ作成

7 EC化計画　基礎ト コンテンツ作成

8 コンテンツ作成

9 りビジススデル作成 サイト作成

10 発表

11 発表

12 発表についての意見交換 講評・購入

13 購入した結果発表

14 総評

15 テスト　レポート

PCを扱うにあたって必要なスキルは、技術の進歩や利用者の感覚の変化により、どんどん変わっていきている。
ファッション・ビジネスに携わる人にとって、ECの存在はもう無視できない。
この授業ではECサイトを立ち上げて運用することで、ビジネスの基礎を含めたデジタルスキルの初歩を身につけ
る、

科目名 整理番号

学科
期

コース

学年 授業形態

時間数 作成者

【科目の到達目標】

ECサイトの開設と運営　自らのブランドを擬似的ないし実際にD2Cブランドとして立ち上げ、
そのままECで販売してみる。そのための戦略設計　作成ツールの選定など
各セクションでは最新のツールやアプリを使用するため、その使い方を実践的に覚える。

【科目の概要】

前期 後期

"ガイダンス　PCスキルチェック 16

初期のツール解説 17

初期のツール解説2 18

19

20

21

22

EC化計画　ビジネスモデル 23

24

商品の検討　情報収集の方法 28

ビジネスモデル作成 25

レポート/発表 26

27

商品の検討　検索と比較 29

テスト　レポート 30

【成績評価方法】
提出物・発表評価60％　テスト30％　授業態度10％

【教科書・参考書】
スライド

【教材・教具】
筆記用具/PC/スマートフォン



コンピュータ演習Ⅱ- B

ファッション・プロデュース学科 通年
ファッション・プロデュースコース 昼間

2年 講義 30 %　実習 70 %
60 松木まい

【授業計画】
90分/コマ

1 上田学園コレクション　仕様書作成 1
2 上田学園コレクション　仕様書作成 2
3 上田学園コレクション　仕様書作成 3
4 上田学園コレクション　仕様書作成 4
5 上田学園コレクション　仕様書作成 5
6 上田学園コレクション　仕様書作成 6
7 ショップ企画 1
8 ショップ企画 2
9 ショップ企画 3
10 上田学園コレクション　プレゼンシート 1 ショップ企画 4
11 ショップ企画 5
12 ショップ企画 6
13 ショップ企画 7　 プレゼン発表
14 ショップ企画 8 　プレゼン発表
15 試験

科目名 整理番号
学科

コース
学年 授業形態

期

後期

ハンガーイラスト 2 19

前期

時間数 作成者
【科目の到達目標】
アパレル製品の企画書類の作成に必要なillustrator・Photoshopの基礎技術を習得する。また、PCでデサイン画の描
画着色、グラフィックなデサイン表現を学ぶ。PCを扱うにあたって必要なスキルは、技術の進歩や利用者の感覚の変
化により、なんなん変わっていきている。

illustrator・Photoshopを活用し、実践的な企画書類等の作成技術を演習する。
【科目の概要】

デサイン画の描画・着色、プレゼンテーションシートの作成する。

フォトショップ基礎演習 20

イラストレーター・フォトショップ　スキルチェック 16
ペンツール基礎演習 17
ハンガーイラスト 1 18

イラストレーター　スタイル画　描画 1 21
イラストレーター　スタイル画　描画 2 22
スタイル画　着色 1 23
スタイル画　着色 2 24

25
上田学園コレクション　プレゼンシート 2 26
上田学園コレクション　プレゼンシート 3 27
イラストレーター演習：ショップVMD１ 28
イラストレーター演習：ショップVMD２ 29
試験 30

【成績評価方法】
提出物評価60％　テスト30％　授業態度10％

【教材・教具】
筆記用具　自前のPC

【教科書・参考書】
レビュメ、課題シート等をデータで配布



キャリアデザインⅠ

ファッション・プロデュース学科 後期
ファッション・プロデュースコース 昼間　

2年 講義　50%　実習・演習　50%
30 今　恒男

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

学年 授業形態

科目名 整理番号
学科

期
コース

時間数 作成者
【科目の到達目標】
　一人ひとりが自分が実現したい将来の姿を具体的に考え、その目標に到達するために今後なのような努力を
するべきか、実現を想定した積み重ねるべきプロセスと起こすべきアクションを逆算して考えられるようになる。

【科目の概要】
　将来の夢をかなえるには、具体的なイメービを描くこと、客観的な目線で自分を知ることが大切です。今の
自分に足りないものを身につけ、強みを磨くことで｢夢｣を現実的な「目標」に変えることが出来ます。 本教科では
様々なワークや演習により、自己理解を深め、文字通り一人ひとりが自身のキャリアをデサインしていきます。

90分/コマ

　　既に成功している先輩が通った道を追体験し、参考にする

・キャリアデサインとは
　　キャリアに対する考え方とは、基本マナーの習得、適性検査受検
・自分を知る①
　　現在の自分の状態を知る
・自分を知る②
　　過去を振り返り、積み重ねてきた経験と気持ちの変化を確認する
・自分を知る③
　　過去を振り返り、自分自身の興味や関心のきっかけを探る
・自分を知る④　～まとめ～
　　自分自身の情報を整理し、アピールすべき自分の特徴を抽出する
・将来イメービを持つ

　　業界で活躍する先輩のキャリアについて具体的に調べる

・仕事の種類を知る
　　FB業界にはなのような仕事が存在するのか、職種名ではなく仕事の内容で考える
・将来像を描く①
　　自分は何のために働くのか、働く目的を考える
・将来像を描く②
　　仕事の拡がりを考える
・将来像を描く③
　　自分の将来像について、イメービマップを作成する
・先輩のキャリアを調べる①
　　業界で活躍する先輩のキャリアについて具体的に調べる
・先輩のキャリアを調べる②

・先輩のキャリアを調べる③
　　調べた内容について各グル―プで発表する
・メンバーへのフィードバック
　　グループのメンバーへフィードバックを行い、自己理解の気づきを促す
・行動計画を立てる
　　これからの目標と、そのために必要となる課題を明確にした計画を立てる

【成績評価方法】
提出物評価50％　テスト20％　授業態度30％

 　各種ワークシート

【教科書・参考書】
　『自分で「考え」、自分で「動く」　キャリアテキスト』　　株式会社パーソナルヴィビョン研究所･著(2019年第3版)
　　※2年次購入済
【教材・教具】



経営分析

ファッション・プロデュース学科 後期

ファッション・プロデュースコース 昼間

2年 講義　　80 %　実習　　　20 %

30 上田久美子

【授業計画】 90分/コマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【教材・教具】

筆記用具・配布プリント

収益・費用

・柴山政行『いちばんわかりやすいはじめての簿記入門 』成美堂出版2019年

・小沢浩『簿記がわかってしまう魔法の書 』日本実業出版社2019年					

単式簿記

売上原価・資本金

単式簿記

テスト

まとめ

【教科書・参考書】

オリエンテーション、財務諸表分析とは

【成績評価方法】

平常点(授業態度）10% 理解力（小テスト,総合テスト）50% 提出物40%

以上を指導要項の認定要項に基づいて総合的に評価する。

貸借対照表

損益計算書

決算書

複式簿記

複式簿記

損益計算書とは

貸借対照表とは

貸借対照表と損益計算書が読めるようになり、財務諸表分析を行えるようになる。

資産・負債・純資産

学年 授業形態

時間数 作成者

【科目の到達目標】

簿記３級レベルの修得。

【科目の概要】

資産・負債・純資産・収益・費用の５要素の関係が理解できる。

貸借対照表、損益計算書を読むときのポイントをつかむ。

科目名 整理番号

学科
期

コース



服飾素材論 Ⅱ

ファッション・プロデュース学科 前期

ファッション・プロデュースコース 昼間

2年 講義　　１００ %

30 河本　育子

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 編物の代表的な組織とその特徴

14

15 総合テスト

科目名 整理番号

学科
期

コース

学年 授業形態

時間数 作成者

【授業の到達目標】

アパレル商品の企画・生産・取扱いに必要な、素材の専門知識を持つ人材の育成を目指す。

アパレル素材の役割を理解し、繊維の専門知識を深める。

天然繊維・植物繊維(2)麻

【授業概要】

ユニクロのヒートテックに代表されるように、アパレルにおける素材の機能性はますます重要になってきている。

講義を通じて繊維の機能性、加工による付加価値について理解。さらに布地構造による基本特性を修得する。

アパレル商品取り扱い、企画に必要な素材知識の体系的理解を深める。

90分/コマ

オリエンテーション

繊維の種類　繊維の長さ、太さ　

糸・生地の種類（織物・編物）について

繊維の種類と特性

天然繊維・植物繊維(1)綿

繊維に求められる機能と着心地

天然繊維・動物繊維（１）毛

天然繊維・動物繊維（２）絹    

化学繊維（1)再生繊維

化学繊維（2)半合成繊維

化学繊維（3)合成繊維

（生地の加工・機能性について）

織物の代表的な組織とその特徴

織物の代表的な組織とその特徴

総復習（テスト傾向と対策）

【成績評価方法】

課題提出物 60%  テスト30%   授業態度10% 

【教科書・参考書】

・一見 輝彦,『わかりやすいアパレル素材の知識 』,ファッション教育社, 2012年

・『生地の事典』株式会社みずしま加工 2013年

【教材・教具】

筆記用具



服飾素材論Ⅲ

ファッション・プロデュース学科 後期

ファッション・プロデュースコース 昼間

２年 講義　　１００ %

30 河本　育子

【授業計画】
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筆記用具

【教科書・参考書】

・一見 輝彦,『わかりやすいアパレル素材の知識 』,ファッション教育社, 2012年

・『生地の事典』株式会社みずしま加工 2013年

【教材・教具】

３．プレゼンテーション

　　　　　　↓

　　　　　　↓

【成績評価方法】

課題提出物 80%   授業態度20%

　　（マップ作成）

　　トレンドのテーマとコンセプト設定

　　トレンド分析のビジュアル化

　　イメージマップ作成

　　素材・デザインに落とし込む

ファッショントレンドと素材・アパレル製品の流通経路

１．トレンド分析

　　（マップ作成）

　　（マップ作成）

２．ファッションディレクションを作成

　　　感性分類

　　素材感・風合いの分類

　　トレンド背景と素材イメージ

オリエンテーション

時間数 作成者

【授業の到達目標】

クリエーター、マーチャンダイザーには素材の知識と、それらを商品企画に組み立てる能力が必要である。

素材流通の動向が社会情勢などと関連していることを理解し、情報をもとに素材の組み立て（商品企画）ができるようになる

ことを目標とする。

【授業概要】

変化するマーケットやチャネルに伴い、モノ作りもグローバル、ダイバーシティへの対応を余儀なくされている。

素材の本質は変わらないまでも、それに対応できる専門知識と応用できる能力が必要。

この授業では、講義により素材の専門知識を深め、市場動向を踏まえた素材の組み立て（商品企画）を実践していく。

90分/コマ

学年 授業形態

科目名 整理番号

学科
期

コース



英語Ⅱ

ファッションプロデュース学科 通年

ファッションプロデュースコース 昼間

2年 講義　　100 %　実習　　　 %

60 佐藤紫乃

【授業計画】
90分/コマ

1
後期オリエンテーション
期末テスト振り返り、解説

2
多読
単語、熟語

3
スピーキング
単語、熟語

4
多読
単語、熟語

5
スピーキング
単語、熟語

6
イタリア研修英語プレゼンテーション
ー　導入
ー　作成

7
イタリア研修英語プレゼンテーション
ー　作成

8
イタリア研修英語プレゼンテーション
ー　作成

9
イタリア研修英語プレゼンテーション
ー　作成
ー　リハーサル

10
イタリア研修英語プレゼンテーション
ー　発表

11
イタリア研修英語プレゼンテーション
ー　フィードバック
ー　振り返り

12
多読
単語、熟語

13
スピーキング
単語、熟語

14 期末テスト（筆記）

15 期末テスト（実技）

後期では前期の学び活かし、スピーキングトレーニングおよび多読トレーニングでアウトプット力を身につけます。

科目名 整理番号

学科

期

コース

学年 授業形態

時間数 作成者

【科目の到達目標】
英語で自分の言いたいことが伝えられる、相手の言っていることが理解できることを目標とします。
前期ではそのための基礎となる、英文法・発音の知識を学び、英語コミュニケーションの土台を身につけます。

【科目の概要】
ファッション業界のみならず、様々な生き方を選んでいく学生にとって英語が身近にあることは必須となりつつあります。
英語が分かる、楽しい、と思えることは、学生自身の可能性を広げ、生き方にも影響していきます。
この授業では主にスピーキングに焦点を当て、基礎となる「発音」「文法」「単語」「アウトプット」を学び実践します。

前期 後期

前期オリエンテーション
実力確認テスト

16

発音基礎知識 17

発音基礎知識 18

発音基礎知識 19

発音基礎知識 20

導入
英文法1：言葉の種類、5つの文型

21

英文法2：動詞、接続詞 22

英文法3：時制（現在、過去、未来、進行形） 23

英文法4：時制（現在完了形） 24

英文法5：助動詞 25

英文法6：不定詞、動名詞 26

英文法7：比較級、最上級 27

英文法8：受動態 28

英文法9：関係代名詞 29

期末テスト 30

【教科書・参考書】

【成績評価方法】
提出物評価30％　テスト（発表含む）50％　授業態度20％

竹林滋、清水あつ子、斎藤弘子 共著、『改訂新版 初級英語音声学 CD付』大修館書店、2013
渡辺いづみ 監修、『中学英文法 Fine［改訂版］』、Z会、2021
【教材・教具】
講師：ノートパソコン、モニター、ホワイトボード
学生：筆記用具、A6サイズ（5号）ノート、スマートフォン、ノートパソコン



産業論

ファッション・プロデュース学科 後期

ファッション・プロデュースコース 昼間

２年 講義50 %　実習50　 %

30 道仲　阿子

【授業計画】

90分/コマ
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【教科書・参考書】

スライド

【教材・教具】

個人PCをお持ちください

実習：ブランド改修/改善①

実習：ブランド改修/改善②

実習：ブランド改修/改善③

テスト

【成績評価方法】

提出物評価60％　テスト30％　授業態度10％

産業論④：ブランド改修/改善

オリエンテーション　自己紹介 / 授業の進め方について

産業論①日本産業の歴史

実習：身近な産業

産業論②日本産業の発展と衰退Ⅰ

産業論②日本産業の発展と衰退Ⅱ

実習：グループワーク

実習：発表

産業論③：課題解決とイノベーション

様々な企業の課題解決策に学ぶ①

様々な企業の課題解決策に学ぶ②

新しいビジネスの展開や既存ブランドの改修の際、課題抽出や解決策、新しいアイデア、価値創造ができる、様々な視
座を持つことを目指す。				

科目名 整理番号

学科
期

コース

学年 授業形態

時間数 作成者

【科目の到達目標】
アパレル繊維産業を中心として、他の産業の始まりや発展、衰退を知り、それぞれの要因を理解し、知識を拡げる。

【科目の概要】



ロジカルシンキング

ファッション・プロデュース学科 前期

ファッション・プロデュースコース 昼間

2年 講義40%　実習60 %

30 橋本沙也加

【授業計画】

90分/コマ
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【教材・教具】

PC、専用のノート、ファイル

【成績評価方法】

提出物の評価　50％、　発表、参加度　35％　　　授業出席　15％

実習：　デザインシンキングで深めた企画のコンセプト作成

思考法４　講義：デザインシンキング　プロトタイピングの活用方法　基本型

実習：　デザインシンキングで深めた企画のプロトタイプ作成　初段階

全体の資料作成

発表

【教科書・参考書】

プリントや授業テキストデータを配布

実習：　デザインシンキング手法を活かした企画・プロモーション

思考法２　講義：ターゲティングの重要性とペルソナ設定　制限性と発展性について

演習：　デザインシンキングで深めた企画にペルソナを設定しよう

思考法３　講義：デザインシンキング　コンセプト設計

オリエンテーション　授業の進め方・自己紹介　

講義：現状の社会を理解、これから必要とされる物事を創造すために必要とされる手法

自己分析１　講義：　自己分析の重要性とその客観的分析手法

演習：　マインドフルネスシート作成

演習：　マインドフルネスシート作成　続き・発表

授業形態

作成者時間数

思考法１　講義：デザインシンキングとロジカルシンキングの概要と活用方法　

学年

【科目の到達目標】

ブランドや商品などをクリエイションするための手法の基礎を、講義や実習を通して複合的に学び、アイデアの提案か
ら、実現するためのプロセスまでを構築するための基礎力を身に着ける。海外でも実践される新たな学習スタイルを取
り入れながら、デザインクリエイションについて学ぶことができる。

【科目の概要】

クリエイションの種になる思考法を吸収し、学びの過程で各学生が掲げるテーマを実習によってアウトプットすることで
手法の定着化を図る。最終的には、総合的なクリエイションの知識・企画技術を動員して与えられたテーマに沿ったオ
リジナルの企画・PRの構築力を養うことを目指す。

科目名 整理番号

学科
期

コース



美術史・デサイン史
ファッション・プロデュース学科 前期

ファッション・プロデュースコース 昼間
２年 講義　　7０ %　実習　　　3０ %
30 佐山 孝典

【授業計画】
1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

10

11

12

13

14

15

PC　投影スニター　レビュメ

【教科書・参考書】
『絵ときデサイン史』　 2015/9/17　石川 マサル (著), フレア (著)
『デサインの20世紀 (NHKブックス)』  1992/11　柏木 博  (著)
【教材・教具】

試験

【成績評価方法】
試験50%　課題・小テスト40%　授業態度10%

55 コミュニケーションデサイン　56 オルタナテイブ　57 クオリア　58 ソニフィケーション　

59 フラットデサイン　60 パーソナルファブリケーション　　授業まとめ
　

47 エコデサイン　48 トマト 49 ドローグ（アノニマス）　50 クリエイティブ・コスンズ　

51 UI/UXデサイン　52 ソーシャルデサイン　53 コミュニティデサイン　
54 インタラクションデサイン　

34 ブリコラービュ　35 サイケデリック　36 アーキグラム　37 東京オリンピック1964　

38 ヒプノシス　　39スーパーリアリズム　41 ポストスダニズム　45 メンフィス
（小テスト）　
42 ノーデサイン　43 ユニバーサルデサイン　44 アフォーダンス　46 サスティナりリティ　

　

21 アイソタイプ　25 オーガニックデサイン　26 プロバガンダ　29 オプ・アート　

30 スカンビナりアン・スダン　31 ウルム造形大学　32 ミニマリズム　33　スペースエイビ　　

14 未来派　15 ロシア・アヴァンギャルド　16 ダダイズム　17 スダニズム

18 デ・スティル　19 バウハウス　20 アール・デコ　22 インダストリアルデサイン　　
（小テスト）
23 インターナショナル・スタイル　24 ミッドセンチュリー　27 CIデサイン　28 スイス・スタイル　

06 アーツ＆クラフツ　07 ビャポニズム　08 ベル・エポック　09 アール・ヌーヴォー

10 ユーゲント・シュティール　11 ウイーン工房　12 ドイツ工作連盟　13 キュりズム

特に高度な消費社会を迎えた20世紀において、西洋の美術、造形・デサインにおける潮流や著名な作品を解説しながら、
ファッションを文化的な現象として体系的に解説する。

90分/コマ
授業指針説明
01 ゴシック　02 ルジサンス　03 グーテンベルグ　04 バロック　05 ロココ

現在のファッションを成立させてきた西洋文化の美術やデサインの歴史的背景と動向を理解し、
ファッションデサインの意味を多様な視点で読み解く基礎知識を習得する。

【科目の概要】
服飾文化は、西洋社会の文化的な背景と密接に関わりながら、現在のファッションを成立させている。

学年 授業形態
時間数 作成者

【科目の到達目標】

科目名
学科

期
コース



トレーニングタイムⅡ

ファッション・プロデュース学科 前期

ファッション・プロデュースコース 昼間

２年 講義　50 %　　実習　50 %
30 杉山　佳美

【授業計画】
90分/コマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

配布レジュメ　画像投影用大型TVモニター

【教科書・参考書】

課題によってプリント配布

【教材・教具】

筆記用具　PC

前期テスト

【成績評価方法】

出席率10％　課題60％　試験3０％

研修レポート

研修レポート

研修レポート

上田学園コレクション/企画書作成

上田学園コレクション/企画書作成

上田学園コレクション/企画書作成

予定表作成

マップ作成

予定表作成

マップ作成

ブランド発表

イタリア研修説明会

イタリアブランド調べ

イタリアブランド調べ

時間数 作成者

【科目の到達目標】
2年次前期のイタリア・フィレンツェ研修に向けて、事前学習を行いしプラン設定が出来る。

現地での体験を通し国内外のファッションデザインの相違や共通性について考察できる。

【科目の概要】

目的地であるイタリアのファッションブランドや現地の地理を調べ、理解を深めた上で研修に臨む。帰国後はフィードバック
から情報収集し、学んだ内容を文章化・ビジュアル化し他者に伝える媒体を作成する。

前期

学年 授業形態

科目名 整理番号

学科
期

コース



海外研修Ⅰ
ファッション・プロデュース学科 後期末　8日間

ファッション・プロデュースコース 昼間　
２年 リサーチ50％　講義50％
60 杉山　佳美

【授業計画】

1
2
3
4
5
6
7
8

科目名 整理番号
学科

期
コース

【科目の概要】
学校の授業で得たりビジス及びマーケティング等の知識と、英会話を基に現地の市場を視察、調査する。
更に世界のトップブランドの生産工場見学で、川上から川下までの全体像を観る。

学年 授業形態
時間数 作成者

【科目の到達目標】
研修先に赴き、現地の言語での講義を受講し、マーケティングやマーチャンダイビング等の知識を得る。
帰国後、現地の市場をリサーチした内容をプレゼンテーション発表する。

また、海外のファッション都市の文化的背景やファッション市場の知見を広め、今後のりビジス展開に生かす。
90分/コマ

研修施設での講義受講　（装飾美術館・現地ファッションスクールでの授業）
研修施設での講義受講　（現地ファッションスクールでの授業）　グッチミュービアム鑑賞
研修施設での　（現地ファッションスクールでプレゼンテーション）　市街地リサーチ
研修先　（クラッチバッグの生産工場見学・現地ファッションスクールの視察）　市街地リサーチ
研修先　（ウフィツィ美術館鑑賞）　施設リサーチ
リサーチレポートまとめ（グループワーク）
リサーチレポートまとめ（グループワーク）
発表（海外研修報告会）

【成績評価方法】
研修後のリサーチ課題発表　１００％

筆記用具　カメラ　コンピュータなな

【教科書・参考書】

【教材・教具】
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